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【方法】健常成人男女 18 名を対象に、Hamada et al.2)が
開発した MEP latency method を用いて介在ニューロン
の感受性を評価した後、一次運動野の興奮性を高める
NIBS である PAS25 を実施した。MEP latency method




を評価する手法である 2)。PAS25 には、刺激間隔 25 ms
で、末梢神経電気刺激と TMS を繰り返し行うことで、一
次運動野の興奮性を高める方法を用いた 3)。一次運動野の
興奮性は、PAS25 前および直後・15 分後・30 分後に、20
回のTMSを行い、得られたMEPの平均振幅で評価した。
一次運動野の興奮性変化は、PAS 後の MEP 振幅の平均値
をベースラインの振幅で除した値で評価した。一次運動野
の興奮性評価および PAS25 における TMSの刺激強度は、
ベースライン時に約 1 mV の MEP が誘発される強度とし
た。PAS における末梢神経電気刺激は、右正中神経に感覚
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